
の
伺
-
健
一
下
ケ
ん
ふ
じ
て
佐
川
f
の
玄
仰
の
日
何
人
げ
れ
叱
川
」
ビ
る
。

(
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池
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歴
史
地
理
学
方
法
論

い
泊
代
以
山
ト
は
序
岐
川
)
仰
パ
)
g
j

に
と
っ
こ
ち
ょ
持
込
立
の
新
月
代
と
な
り

同
川
中
一
山
川
町
下
に
析
し
い
日

y

-

イ
一
〆

7

ゲ
一
一
タ
が
出
現
し
た
の
4

未
知
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大

化十九一
1
1
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i
F
-
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h
r
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」
こ
で
1
い
れ
仁
川
は
そ
の
未
加
の
大
陵
中
」
望
見
し

に
こ

t
u
J
な
い
と
砂
h
v
H

工
J

う
じ

7

1

-

t

'

t

t

一

t
L

ぶ
れ
は
謙
遜
で
あ
っ
て

珂
鉱
山
な

し
か
し

り
い
い
附
一
ど
:
〕
〆
く

j
f
，
 

利
引
な
州
問
容
と
分
析
J
J
r
h

え
ら
れ

同
時
な
弘
明
町
内
↑
で
も
っ

~
h
s
u
た
い
い
八
山
し
た
の
〉
心
れ
十
い
で
あ
る
。

。H
H
V
H
b
A
m
E
{
引
H
e
-

、

4

j

i

u

-

-

日常山
L

山
山
内
学
と
は
退
去
の
地
砲
を
復
原
し
、

こ
れ
を
説
明

し
、
日
以
d
f
1
4
Q
引
け
月
ー
で
あ
わ
へ
一
点
)
、
そ
の
対
象
で
あ
る
地
問
空
間
工
科
学

η
疋
一
立
に
よ
っ
て
回
叫
ん
ふ
れ
可
変
化
し
(
二
章
二
さ
ら
に
、

p
r
i

、
の
本
質
問
山
論
で
は

町
内
七
1

間

hH
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
の
に

環
境

民
一
札
ぃ
・
川
崎
民
・
分
布
・
図
形
内
符
山
川
誌
が
あ
り

h
z
f

様
化
さ
れ
て
お
り

い
が
ぽ
日
叩
h
u
h
-
h
v，
叫

f
川ハ山川

l
r
一
い
よ
円
て
ぷ
よ
J
J

り
た
方
い
か
遣
う
と
い
ち
ご
一
一
昨
年
)
。

(1-， 

H
一
川
史
池
内
叫
f
の
ぬ
円
規
込
と
し
て

佐
合
的
・
個
性
一
ぷ
述
切
論
句

mい
へ
ふ
閥
均
・
1

込
山
吉
ウ
一
的
訪
問

お
よ
び
叩

t

健
一
的
・
相
問
d
E
れ
的
論
到
の
二
一
筏
造
の
時

ご
い
i

に
あ
乙
こ
と
J

ゲ紘一
1
7
4
1

そ
の
川
氏
長
ぷ
由
民
代
ι
r
a
r
J

傾

倒

万

4
3
1
J
h

一、ヶ、

r、
「
ダ
」

!日

t

i

t

-

-

17eHJJ1
・
吋
う
レ
F

一
汽
/
¥
へ
叫
む
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析
し
い
歴
史
地
問
二
子
江
嗣
土
砂
k

u
↓

f
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引
ι

L
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a
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で
工
人
正
く
て
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‘
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t
I
m
h
りいか阿川川

A

かけれ
'
m
L
γ
一
追
っ
て
笠
化
す
乙
時
tv

十
連
氏
仏

乃
一
円
間
的
変
化
の
様
相
を
究
め
一
、

そ
の
聞
い
え
川
並
び
に
法
則

VL
把

握

す

る

科

学

で

み
治
ろ
う
と
問
い
か
け
て
レ
る
。

歴
史
地
内
学
と
し
て
を
け
て
晶
れ
伝
一
い
の
が

退
去
の
筏
一
日
山
で
あ
り
ヘ
五
立
阜

し
か
も

ぽ
定
地
開
一
的
諸
宗
家
の
説
明
陀
自
由
主
問
・
経
率
直
崎
・
機
能
論
が
志
向

r

さ
ら
に
時
系
的
説
明
・
明
完
全
的
説
明
・
平
一
句
引
峰
、
段
者
約
説
明
吋
-
れ
(
芝

川町U

一
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
説
巧
が
あ
る
と
い
う
(
七
立
一
早
)
。

そ
の
よ
う
に

「
に
主
い
の

は
仰
を
復
円
以
す
る
と
、

そ
の
知
設
も
集
積
?
る
じ
そ
れ
ら
の
知
設
は
、
プ
リ
ン

ス
に
よ
る
と
、
宇
、
在
・
抽
象
・
知
覚
の
一
一
一
類
型
氏
分
か
れ
る
(
へ
濠
コ
そ
れ

わ
り
う
e
り

の

知

主

的

知

設

に

つ

い

て

は

、

改

め

て

乏

を

設

け

(

九

章

二

t正
前

の
歴
史
池
町
一
学
必

過
去
の
地
理
九
ぜ
外
部
か
ら
考
嘆
し

事

象

心

個

性

的

な

似

面

市
市
J

仏
軍
の
法
則
的
な
側
一
閉
そ
強
調
し
て
き
た
が

文
化
的
な
事
一
象
の
考
ル
ト
ト

と
な
る
h
m
w
礼
的
知
々
の

F

師
ぺ
h

幌
、

す
な
わ
ゆ
円
円
高
か
ら
十
品
質
を
町
把
握
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
力
説
し
て
レ
る
。

」
れ
い
か
本
舎
の
最
も
特
徴
と
寸
る
と
こ
L
一J

で
あ

る

な
お
、

歴
史
地
理
学
の
叙
述
同
一
一
誌
に
つ
い
て
、

ベ
ー
カ
ー
の
そ
の
叙
述
可
一
誌

と
三
知
法
領
竣
J

ゼ

組

合

わ

せ

て

説

明

し

(

十

章

二

持
比
史
心
地
均
的
解
釈
、

布
。
歴
史
的
被
釈
、

地
域
(
景
観
二
史
的
叙
述
へ
十
一
立
与
)
、

時
の
断
面
乃
花

原
(
十
二
室
)
、

時
間
的
叫
山
一
胞
の
堆
績
型
叙
述
(
十
三
室
)
、
空
間
唯
一
化
系
列

引
を
叙
述
(
十
四
章
)
、

時
空
手
」
統
制
一
叙
述
(
十
五
皐
)
な
ど
に
つ
し
ド
て
設
読
し

J
L

い
司
令
。

時
主
連
続
型
叙
述
一
姥
高
で
、

そ
れ
ら
の
う
払
注
一
目
し
た
い
の
は
、

れ
寸
川
地
句
的
事
象
を
形
中
川
し
て
い
る
諸
要
素
手
相
立
に
関
係
し
て
筏
成
。
ノ
て
い

る
が

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
変
化
す
る

ζ

し
こ
の
内
刊
誌
が
一
戸
斗
し
て
い
る
の
で
ふ

ザ
乞
。
試
で

f
J
Q
に

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ソ
ク
チ
ュ
ア
と
エ

ν
，y

、
〆
ト
ス
ト
斗
り
ク

テ
ュ
ア
と
の
間
違
え
よ
っ
て
す
一
化
を
考
察
寸
へ
亨
こ
と
を
力
説
し
て
レ
る
こ

- 24-
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れ
も
本
書
の
キ
ー
ノ
ー
ト
の
一
つ
で
あ
る
。

読
後
、
卒
直
に
い
っ
て
章
節
毎
に
問
蓄
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
し

ま
き
し
く
現
代
歴
史
地
理
学
の
問
題
提
起
の
書
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
で
、

史
地
理
学
の
方
法
己
目
下
一
歩
一
-
著
者
な
わ
ノ
の
新
し
い
秩
序
に
よ
っ
て
整
男
し
、
体
系
化

し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
を
著
者
公
、

「
あ
と
が
き
-
に
適
切
で
あ
っ
た
か

清
白
か
は
批
判
を
ま
つ
と
い
う
。
'
て
の
よ
う
な
体
系
化
は
、
い
う
吉
で
も
左
く
不
可

失
で
あ
る
が
、
紹
介
者
の
私
に
と
っ
て
非
常
に
新
鮮
で
あ
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ

る
。
そ
の
一
つ
は
知
覚
的
知
設
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、

他
の
一
う
は
時

主
連
統
刻
一
の
叙
述
内
論
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
と
本
質
問
主
同

と
の
鱗
成
を
す
で
に
J
・
r
h

ラ
イ
ト
、

ps
・
ハ
ゲ
ッ
ト
、

D
H

・y
d

‘
ソ
〆
ョ
レ
ィ
，
、

日
・

C
プ
リ
ン
ス
、

J

-

L

7
レ
ン
等
の
各
学
者
が
論
説
し
て
い
る
。

し
か
し

わ
が
国
で
知
覚
的
知
議
頴
型
か
ら
序
史
地
閉
山
学
の
本
質
へ
の
持
近
方
法
を
こ
れ

秤
詳
細
に
且
つ
体
系
的
に
、
海
外
文
献
を
主
体
氏
し
な
が
ら
紹
介
し
、

そ
の
4

卑

要
性
会
」
力
説
し
た
の
は
他
に
そ
の
お
を
み
な
い
。

か
か
る
方
法
概
念
と
手
法
内

交
い
に
つ
い
て
は
、

紹
介
者
(
筆
者
ア
も
賛
同
す
る
一
人
で
あ
る
じ
こ
の
紙
卸
会
]

か
句
て
申
す
の
は
誌
だ
司
令
総
で
あ
る
が
、

紹
介
者
も
知
覚
的
知
設
穎
裂
か
ら
の

歴
史
地
内
部
寸
的
本
質
へ
の
祭
近
方
法
の
慨
念
か
-
紹
介
者
な
り
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

わ
か
国
の
場
合
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
究
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ミ」

J
L

、

紹
介
の
象
を
一
冗
に
戻
し
、

も
う
一
つ
の
新
鮮
味
を
取
り
上
げ
る
と
、

時
代
心
連
続
型
の
叙
述
内
論
で
あ
る
。
現
代
は
科
学
技
術
の
加
速
度
的
進
歩
と
社

会
経
済
犠
造
の
超
冬
傑
化
・
高
度
化
に
よ
れ
り
、
文
字
通
円
数
動
れ
伎
で
あ

η
、

地
域
内
1

間
は
多
額
世
冬
椋
り
要
阜
県
に
鱗
成
さ
れ
た
様
々
の
事
象
の
終
追
で
あ
る
か

p

旬
、
絶
え
ざ
る
変
化
の
柊
合
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
交
化
の
作
用
・
方
向
・

速
度
は
単
純
で
は
な
く
、

な
お
、
諸
要
素
は
相
互
的
関
係
を
も
っ
て
結
合
し
て

い
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
変
化
し
、

要
素
そ
れ
れ
い
什
仰
の
乏
化
と
犯
の
要
素

と
相
互
に
調
達
し
て
変
化
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、

時
間
わ
粍
過
に
よ
る
主

歴

間
構
造
の
変
化
・
進
化
・
発
達
し
て
い
く
過
程
と
、

そ
れ
に
対
応
す
る
空
間
返

定
一
本
一
明
白
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
現
代
が
要
求
し
て
い
る
変
化
め
追

求
で
あ
り

現
代
歴
史
地
理
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
え
る
。

従
乱
に
も
歴
史
地
理
学
の
方
法
論

κ
つ
い
て
詳
細
に
展
望
し
た
論
説
は
少
な

く
な
い
M

が
、
々
、
京
に
説
述
し
た
よ
う
左
二
つ
の
要
点
が
本
書
で
は
光
明
を
乏
し

て
レ
る
。
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
本
書
は
歴
史
地
理
学
に
と
っ
て
一
つ
め
エ
ポ

ツ
ク
を
画
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

な
お
、

本
書
は
歴
史
地
田
川

学
合
」
世
寸
p

計
者
だ
け
で
な
く
、

広
く
歴
史
学
や
地
問
片
山
子
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
、

，s 

読
の
書
で
あ
る
と
信
ず
る
好
著
で
あ
る
。

(
山
田
安
彦
)
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